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本
願
寺
仏
教
音
楽
・
儀
礼
研
究
所
（
教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
宗

門
長
期
振
興
計
画
「
教
学
・
伝
道
の
張
興
」
の
う
ち
、
重
点
項
目
④
「
伝
道
態

勢
の
整
備
」
の
一
環
と
し
て
、
儀
礼
や
伝
承
の
「
体
感
」
を
目
的
に
、
ツ
ア
ー

「
一
緒
に
歩
こ
う
親
驚
さ
ま
の
道
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
ツ
ア
l

の
様
子
や
意
図
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

1 

新
し
い
巡
拝
の
カ
タ
チ

親
驚
聖
人
ご
旧
蹟
の
巡
拝
は
、
江
戸
時
代
か

ら
盛
ん
と
な
り
、
今
日
で
も
個
人
で
、

そ

あ
る
い
は
寺
院
や
組
の
行
事
と
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
と

を思
使い
つま
です
各
地そ
のの
ご際
！日
蹟パ
をス
巡手や
る自
の動
が車

最
も
一
般
的
な
ス
タ
イ
ル
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
、
確
か
に
便
利
で
効
率
の
よ
い

方
法
で
す
が
、
と
も
す
れ
ば
見
物
・
観

光
の
性
格
が
強
く
な
り
が
ち
で
す
。
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の
「
身
体
性
」

当
研
究
所
で
は
、
宗
教
に
欠
か
せ
な
い
儀
礼
親
驚

を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、

在ぁ聖
り人
方の
を歩
考ま
えれ
また
し「
た道
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新たな始まち

れ
た
豊
か
な
「
道
」
を
自
ら
歩
き
、
実
際
に
儀

札
を
体
験
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
新
た
な
気

持
ち
で
聖
人
の
み
教
え
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
こ
れ

鷲ま
聖で
人浄
の土
み真
教宗
えに

出で縁
遇あの
う薄
機い
会方
と々
なに
るも

と親

で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
想
い
を
込
め
、
新
し
い

巡
拝
ス
タ
イ
ル
の
提
案
と
し
て
「
一
緒
に
歩
こ

う
親
鷲
さ
ま
の
道
」
を
企
画
し
ま
し
た
。
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ツ
ア
！
の
コ
ン
セ
プ
ト

こ
の
ツ
ア
ー
で
は
、
親
鷲

実聖
や人

伝の
本」

を生
J山主涯
万』年
t~ i美j

rt 
〈史

な
る
べ
く
徒
歩
で
移
動
で
き

する
け？コ
崇 1
1 ス
誌を
、、壬TL

の空
立疋

思し

託t六
時日正

研
究
員
に
よ
る
時
代
背
景
や

ご
旧
蹟
の
解
説
、
同
行
の
布

教
使
に
よ
る
ご
法
話
、
寺
院

で
の
お
勤
め
な
ど
、

般
の

観
光
ツ
ア
ー
に
は
あ
ま
り
み

親鷲聖人750回大遠忌

宗門長期振興計画

ら
れ
な
い
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

3 

参
加
者
の
声

（
六
十
代
・
女
性
）

0

聖
人
の
青
年
期
に
思
い
を
巡
ら
せ
、
自
力
か

ら
他
力
へ
転
換
さ
れ
る
ご
決
意
を
考
え
た
。

（
七
十
代
・
女
性
）

こ
れ
ま
で
、
計
四
回
の
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま

0

ご
旧
蹟
の
解
説
者
と
ご
法
話
担
当
の
布
教
使

が
同
行
す
る
の
は
あ
り
が
た
い
。
（
七
十

し
た
。
九
州
や
関
東
な
ど
の
遠
方
か
ら
も
ご
参

加
い
た
だ
き
、
リ
。ヒ
ー
タ
ー
も
回
を
重
ね
る
ご

と
に
増
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
参
加
者
の
皆
さ

0 

るお代
予今

とイム男
がを：f!
で帯主
－＇＜.え

てな
ザ，，込

長 L持 、

のき
夢ら
がら
叶2坂
つ ι

た I

ん
の
ご
感
想
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

0 

7 参
両z型
~f 高
士と占

しミ 三

つ 長え

豆字
五ぞ
三三＝ '-

惑と
でが
きで
たき

［基本的な考え方（コンセブト）］

or新たな始まりj
～明日の宗門の基盤作り～

標］

0親鷺聖人750回大遠忌法要の修行

0現代社会に応える教学 ・伝道態勢の

構築とみ教えに生きる「人」の育成

［目

（
六
十
代

・
女
性
）

0

歩
く
こ
と
で
み
教
え
を
伝
え
ら
れ
た
ご
苦
労

［重点項目］

①法要の修行

②記念行事等の推進

①協賛行事

｜④伝道態勢の整備 ｜

①時代に即応する．教学の振興

①新たな門徒の誕生（教線の拡充）

⑦国際伝道の推進

③寺院の活性化対策

⑨過疎過密対策

⑪地域社会との交流

。現代社会への貢献

⑫人材育成の新規対策

⑬既存の人材育成施策の強化

⑪宗務機能の点検と拡充

⑬境内地等の整備

． 
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宗門長期振興計画の現状

参加者の集合写真（於：きらら坂下）

を
少
し
で
も
体
感
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

。
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ノ＼

ノ＇'T ~ 十
三；，代
ーーん

射 男r色
入
れ
る
と
は
回

わ
ず

た

い
へ
ん
感
動
し
、
涙
が
こ
ぼ
れ
た
。
（
六
十

代

・
女
性
）

4 

成
果
の
還
元

ツ
ア
l
に
際
し
て
は
、
参
加
者
に
ア
ン
ケ
i

ト
を
実
施
し
、
ご
意
見

・
ご
感
想
を
お
願
い
し

、．F
，z・‘、‘37

 

て
お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
を
検
討
し
、
次
の
機

会
に
活
か
す
と
と
も
に
、
個
人
で
も
巡
る
こ
と

が
で
き
る
モ
デ
ル
コ

l
ス
を
掲
載
し
た
小
冊
子

「
一
緒
に
歩
こ
う
親
鷲
さ
ま
の
道
」
（
十
六
百円、

オ
ー
ル
カ
ラ
l
）

反
映
さ
せ
ま
し
た
己の
ァ作
ゐ成
冊に
子ツ
は・ア

本の
山経
へ験
参を

拝
さ
れ
る
方
を
念
頭
に
、
京
都
市
内
お
よ
び
そ

の
周
辺
で
、
半
日
程
度
の
時
間
で
巡
る
四
つ
の

コ
ー
ス
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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平fコ
等~· l 
千二？
日ひ

堂f野の親
僧f誕2鷲
時生；聖

代 ！§｛主

主警
室主
主で
人

0 

暦：コ
寺：l
i ス
き 2
ら
ら
坂

せ
き
ざ
ん

山
を
下
り
る
親
驚
聖
人
（
赤
山
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禅fコ
院工 1
1 ス

w 3 
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ノ、 J；ロ L lウ

角十水字巴
堂とv 時
l’代

真の
刀て 」，

大旧
谷蹟
派と

o
コ
l
ス
4

念
仏
道
場

岡
崎
別
院
）

な
お
、

ツ
ア
！
当
日
の
様
子
は
、
当

研
究
所
の
巧
号

サ
イ
ト

（宮門唱
え
＼
3

E
O
ロ
加
さ
白
ロ」』

O

『」℃
＼O
D
m
H
＼）

や
ニ
ュ
ー
ズ

『仏
教
儀
礼
』
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。
併
せ
て
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

レ
タ
ー

（
宇
治延え
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展
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望

ツ
ア
l
は
毎
固
定
員
を
上
回
る
ご
応
募
が
あ

り
、
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、

参
加
者
の
多
く
は
ご
門
徒
の
方
で
、
宗
門
外
の

方
は
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
積
極
的
な
広

報

・
宣
伝
活
動
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
蓮
知
上
人
の
ご
旧
蹟
巡
り
や
、
関
東

越
後
方
面
の
ご
旧
蹟
巡
り
に
つ
い
て
の
要
望
も

寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、
「道」

の
提
案
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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